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序論
平成 29年 3月、新学習指導要領１）が公示された。小学校での実施は平成 32年の予定であるため、
現行の学習指導要領２）に基づく授業があと 2年続く３）。つまり移行期である現在、音楽科の授業はも
ちろん、教職課程における教科教育法の授業内容もおのずと新学習指導要領を見据えたものとなる。
音楽科において「音楽づくり」が登場したのが平成 20年の第 8次、つまり現行の学習指導要領で
あるから、当時 10歳以上だった現在の大学生の殆どは「音楽づくり」の経験がないか、あっても「音
楽づくり」をしている意識がなかったのではないかと考えられる。筆者が担当する半期の音楽科指導
法の授業内においては、今年度を含めて 3年連続で学生たちが「音楽づくり」の発表を行ってきた。
ただ 2015年度も 2016年度も、授業担当者である筆者の説明だけでは学生たちは取り組みに迷走した
様子であり、しかも本人たちは迷走した意識が無いことが準備をはじめ発表内容そのものからも見て
取れた（古庵 2016、2017）。つまり義務教育就学時に「音楽づくり」の経験をしていないか、してい
ても今回の取り組みに役立つものとは言い難かったのだと言えよう。2017年度の今回は、「音楽づくり」
の経験の有無を学生たちに問いかけたが、誰ひとり手を挙げたものはいなかった。
音楽科指導法の授業においては、学生たちの知識の理解や子どもたちを指導する工夫を生み出すた
めには、実技演習の負うところが他教科に比べて特に大きい。そのなかで、音楽科実技の多くの割合
を占める歌唱、リコーダーやその他楽器による合奏などは学生たちが普通に経験してきたものだ。し
かし教職に就くと未経験の「音楽づくり」を子どもたちに教えなければならない。その理由だけでも「音
楽づくり」の体験は指導法の授業では不可欠であろう。「音楽づくり」は音楽科におけるアクティブラー
ニングや言語活動といった側面を持つだけに、現行の、そして今後の学習指導要領になくてはならな
い音表現の学びと実践である。また言うまでもなく、ピアノ学習など学校外の音楽学習の経験の有無
に左右されず、場合によっては聴覚障害があっても活動しやすい面も持ち合わせているかもしれない。
本研究は、新学習指導要領と現行のそれにおける「音楽づくり」の記述の変化と、2017年度の音楽
科指導法の授業を中心とした学生の取り組みによる、手作り楽器の扱い方の傾向の 2つの面から、今
後の授業の在り方を考察するものである。
Ⅰ　新学習指導要領について
Ⅰ‐1　現行学習指導要領との比較と音楽科
1）改訂のポイント
小学校新学習指導要領にみる音楽科における
「音楽づくり」の方向性
― 学生の手作り楽器による「音楽づくり」活動を通して ―
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新学習指導要領（以下新版）は、文章そのものについて全般的には、現行の文章を生かして加筆修
正されている形である。まず「第 1章 総則」についてかいつまんでみてみよう。教育課程について現
行学習指導要領（以下現行）では、「個性を生かす教育の充実に努めなければならない」というとこ
ろにとどまっているのに対し、新版は「個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努める
こと」とある。そのため道徳教育において「自立した人間として他者と共によりよく生きる基盤」を
養うことを目標とすべきと述べられており、「社会の形成者として」という言葉が使われているのも
現行にはない。地域社会や他の学校間との連携については現行でも言及しているが、「協働」という
用語が使われているのは新版ならではだ。近年よく取り上げられるアクティブラーニングの要素のひ
とつであり、意識したと思われるが、アクティブラーニングという用語は一切使われていない。それ
でいながらコミュニケーション能力の養成を重視していると考えられよう。総則は全体的に、現行の
ものをより詳細にしながら、「資質・能力」が育成されることが盛り込まれており、特に隣接校種と
の接続、児童の発達支援、道徳教育について字数を多くとっている。隣接校種との接続とは、もちろ
ん幼稚園教育要領をふまえて育まれた資質と能力のもとに教育を行うことと、中等教育との「円滑な
接続が図られるよう工夫」することが新しく言及されている。また隣接校種だけでなく、「教科等横
断的な視点」で教育が行われるよう述べられているのも、現行にはないことだ。児童の発達支援につ
いては、現行でも言及している特別支援学級児童や海外帰国等の日本語に不自由な児童への支援に加
え、新版では不登校の児童にも配慮している。道徳教育については、現行も新版も、それぞれ第 3章
の「特別の教科 道徳」としてページを割いているが、新版では第Ⅰ章総則の中にも道徳教育について
の節を設けている。
教科教育を中心とした改善事項とされているのは「言語活動の充実」「理数教育の充実」「伝統や文
化に関する教育の充実」「道徳教育の充実」「体験活動の充実」「外国語教育の充実」の 6つである。
そのため授業時間数も 10％程度増加とのことだ。「主体的・対話的で深い学び」が重視されており、「何
ができるようになるか」ということがはっきりと示されている。そのため、総則にあるように「思考力・
判断力・表現力等を育成すること」「資質・能力の育む効果的な指導ができるようにすること」とい
うばかりでなく、各教科の項も「～の知識を身に付けること」「～の技能を身に付けること」「～がで
きるようになること」などの文章が目立つ。例えば音楽科においては、現行では「楽しさに気付くよ
うにする」「音楽を味わって聴くようにする」「楽曲の気分を感じ取る」などにとどまっているが、今
回の改訂ではそれらによってどういう学びに繋がるのか、などが併せて言及されている。このように、
いろいろな資質と能力を育むことで、より「生きる力」を身に付けることが目標とされている。
2）パブリックコメントにみる音楽科
文部科学省は、新版の原案に対するパブリックコメントを、2017年 2月 14日から 3月 15日までの
間募集した。その結果 11,210件の意見が全国から寄せられ、それらに対する答えを 114件にまとめた
ものを、文科省のウェブページで見ることが出来る（文部科学省　2017）。そこでは小学校の「音楽、
図画工作、美術」として 77から 81までの 5件あり、そのうちの 4件が音楽科に関してのものだ。2
件は国歌〈君が代〉の扱いで、ひとつは「どこかの 1学年で教えればよい」という意見、もうひとつ
は「誇りをもって歌えるように指導すべき」という意見で、ある意味対極的な意見であるが、文科省
の回答は、6学年通じて様々な場面で歌うものであるために従前どおりいずれの学年でも指導する、
とのことだ。〈君が代〉については一般的にまだまだ論争が続くと考えられよう。残りの 2件のうち 1
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件は、1～ 2年生で学ぶ旋律楽器に「オルガン」を加えたうえで、「各学校の事情によって幅広く選択
できることが分かるようにするべき」という意見で、公示されたものに反映されている。残りの 1件は、
伝統的な芸術に触れる必要性についての意見であり、それに対する回答は、歌唱教材・鑑賞教材に邦
楽を取り入れることや、中学年・高学年の旋律楽器に和楽器を含めるとのことだ。
原稿と新版の原案を比較してみると、器楽に関しては、現行では各学年で扱う打楽器として「木琴、
鉄琴、和楽器、諸外国に伝わる様々な楽器」、1～ 2年生の身近な楽器として「様々な打楽器、オルガン、
ハーモニカなど」、3～ 4年生での旋律楽器として「既習の楽器やリコーダー、伴盤楽器など」、5～ 6
年生での旋律楽器として「既習の楽器を含めて、電子楽器、和楽器、諸外国に伝わる楽器など」があ
げられている。一方、新版の原案では各学年で扱う打楽器としては現行の通りで、旋律楽器は 1～ 2
年生から「オルガン、ハーモニカ」の表記を削除して「伴盤ハーモニカなど」とし、3～ 4年生で「既
習の楽器を含めて リコーダーや伴盤楽器、和楽器など」と和楽器を追加し、5～ 6年生は現行の通り
「既習の楽器を含めて 電子楽器、和楽器、諸外国に伝わる楽器など」、とした。公示された新版では原
案における 1～ 2年生の旋律楽器がパブリックコメントを受けて「オルガン、伴盤ハーモニカなどの
中から」となっただけである。これらの流れを以下の通り表にしてみた（表 1）。
伴盤ハーモニカの利点はもちろん、ブレスによるフレーズ感ばかりでなく、伴盤を使用して視覚で
も音をとらえることで、音階の概念の定着をより短期間で狙えることだ。リコーダーへの移行もしや
すい。しかしながら教育楽器として相応しいコストやポータビリティにおいては、ハーモニカのほう
が俄然優位である。それでも伴盤ハーモニカのほうが普及している要因のひとつは、音楽学習が学校
教育だけでなく生涯学習としての側面を持ちあわせていることと無関係ではないだろう。つまり単旋
律しか演奏出来ないとか、重音が限られた範囲でないと鳴らせないハーモニカよりも、一人での演奏
の幅が広がり、様々な楽器や歌とコラボレーションしやすい点が、就学時だけでなく成人教育・余暇
活動に結びつけやすい。生涯学び続ける主体となるための入り口の楽器として、ハーモニカよりふさ
わしいのかもしれない。
また、現行では高学年で扱うものとしている和楽器を、新版では中学年から扱うものとしている。
高学年での旋律楽器は、諸外国に伝わる楽器および電子楽器が現行のものにも既に加わっており、低
学年から高学年へと段階を経て楽器の種類の範囲に広がりをもたせ、経験出来るようになった。ただ
し現行も新版も「学校や児童の実態を考慮して選択すること」とあるので、実質的には必ず段階的に
経験出来る楽器が増えるとは限らないが、6年間で少しずつ様々な楽器の音に触れることで、それぞ
れの楽器が持つ音のイメージを捉えやすくなるようになったかもしれない。
表 1
現行（H20） 新版（原案） 新版（公示）
全学年 打楽器：木琴、鉄琴、和楽器、諸外国に伝わる様々な楽器
1～ 2年
身近な楽器 旋律楽器
様々な打楽器、オルガン、
ハーモニカ　など
伴盤ハーモニカ　など
伴盤ハーモニカ、
オルガン　など
3～ 4年
旋律楽器
既習楽器、リコーダー、
伴盤楽器　など
既習楽器、リコーダー、伴盤楽器、和楽器　など
5～ 6年
旋律楽器
既習楽器、電子楽器、和楽器、諸外国に伝わる楽器　など
4こども教育研究　第 3号　2017年 9月
3）音楽科についての改訂
学習指導要領で音楽科について述べられているのは、現行・新版とも第 2章第 6節だ。「第 1　目標」
を見てみると、現行では「表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を
育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う」とある。新版ではこの文章が、
育成する「資質・能力」のうちの一つとして扱われ、目標として述べられている文は、「表現及び鑑
賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す」となっている。その他育成されるべきこととして挙げられ
ているのは「曲想と音楽の構造などとの関わり」の理解や、「表現の工夫」などに必要な技能を身に
付けることだ。単純に文字数にして 4倍となっていることだけでも、具体的に説明されていることが
わかる。
では、「第 2　各学年の目標及び内容」についてみてみよう。現行では、1～ 2年生の場合、音楽の
楽しさに気づいたり親しんだりすることで、基礎的な表現の能力を培いながら生活を明るいものにす
ることが目標とされている。3～ 4年生は、それまでに育んだ能力を伸ばし、進んで音楽にかかわろ
うとする態度、5～ 6年生では、伸びた能力をさらに高め、創造的に音楽にかかわろうとする態度を
育むことが目標とされている。一方で新版では全学年的に、現行で挙げられた目標のために必要な技
能を身に付けたり、「表現に対する思いを持つこと」や「協働して音楽活動をする楽しさを感じる」
ことなどが挙げられており、低学年から子どもたちに能力が身に付いたかどうか把握するための着目
点と、音楽でのコミュニケーション能力の必要性を示しているといえよう。
「共通事項」では逆に、現行では具体的に説明されていることが、新版ではかなり簡潔にまとめら
れている。これは各学年の「A 表現」「B 鑑賞」のところで詳しく述べられているからであり、読み手
としては、実際にそのように書かれたものを読み込むことで、授業プランを立てやすいかもしれない。
Ⅰ‐2　学習指導要領と「音楽づくり」
序論でも述べたが、現行の学習指導要領で導入された「音楽づくり」は、平成元年の第 6次改訂の「作っ
て表現する」活動を起因としているため、「音楽づくり」の授業を満足に受けた現職現場教員はそう
多くはないだろう。CiNiiで検索４）して論文タイトルやキーワード等で判断したところ、「音楽づくり」
（2006年まで 65件、それ以降 158件）で伸び率 143％、「歌唱指導」（同 84件、122件）で伸び率 45％、「鑑
賞　音楽科」（同 70件、122件）で伸び率 74％、「器楽指導」（同 46件、19件）で伸び率－ 59％となっ
ている。実践報告のようなものが多いが、単純に数の上では一番研究されているテーマだ。方法論と
して何が正しくて何が間違っているのか、評価の基準の実際も含めて答えを出しにくいというのが要
因だろうか。
今回の改訂で「音楽づくり」はどのように変化しているだろう。現行と新版の「第 2　各学年の目
標及び内容」から、〔第 1学年及び第 2学年〕の「2　内容」をそれぞれ比較してみよう（表 2）。現行
では「音楽づくりの活動を通して、次の事項を指導する」が、新版では「音楽づくりの活動を通して、
次の事項を身に付けることができるよう指導する」となっている。Ⅰ‐1‐1）で述べた通り、ここで
さっそく「資質・能力の育成」という語が反映されている。「A 表現」の「音楽づくり」について現
行では「声や身の回りの音の面白さに気づいて音遊びをすること」、「音を音楽にしていくことを楽し
みながら、音楽の仕組みを生かし、思いをもって簡単な音楽を作ること」とあるだけだ。そして学年
が上がるにつれて、「思い」→「思いや意図」→「見通し」、「音の面白さ」→「音の響きやその組み
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合わせ」など表記が変わり、指導内容は少しずつ複雑になる。一方で新版では全学年「音楽づくりに
ついての知識や技能を得たり生かしたりしながら」何ができるようになるか、どのような音が「生み
出す面白さなどと関わらせて気づく」ように指導するのか、「発想を生かした表現や、思いに合った
表現をするために」何が必要なのか、などといったことを指導するように書かれている。そして、ど
のような「技能」を身につけなければならないかが説明されている。1～ 2年生であっても「音遊び
を通して、音楽づくりの発想を得ること」「どのように音を音楽にしていくかについて思いを持つこと」
表 2
1 ～ 2年生 3～ 4年生 5～ 6年生
現行学習指導要領
（3）音楽づくりの活動を通して、次の事項を指導する。
ア　 声や身の回りの音の面白さ
に気付いて音遊びをするこ
と。
ア　 いろいろな音の響きやその
組合せを楽しみ、様々な発
想をもって即興的に表現す
ること
ア　 いろいろな音楽表現を生か
し、様々な発想をもって即
興的に表現すること。
イ　 音を音楽にしていくことを
楽しみながら、音楽の仕組
みを生かし、思いをもって
簡単な音楽をつくること。
イ　 音を音楽に構成する過程を
大切にしながら、音楽の仕
組みを生かし、思いや意図
をもって音楽をつくること。
イ　 音を音楽に構成する過程を
大切にしながら、音楽の仕
組みを生かし、見通しをもっ
て音楽をつくること。
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（3）音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する
ア　 音楽づくりについての知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の（ア）及び（イ）をでき
るようにすること
（ア） 音遊びを通して、音楽づく
りの発想を得ること。
（イ） どのように音を音楽にして
いくかについて思いをもつ
こと。
（ア） 即興的に表現することを通
して、音楽づくりの発想を
得ること。
（イ） 音を音楽へと構成すること
を通して、どのようにまと
まりを意識した音楽をつく
るかについて思いや意図を
もつこと。
（ア） 即興的に表現することを通
して、音楽づくりの様々な
発想を得ること。
（イ） 音を音楽へと構成すること
を通して、どのように全体
のまとまりを意識した音楽
をつくるかについて思いや
意図をもつこと。
イ　 次の（ア）及び（イ）について、それらが生み出す面白さな
どと関わらせて気付くこと。
イ　 次の（ア）及び（イ）について、
それらが生み出すよさや面
白さなどと関わらせて理解
すること。
（ア） 声や身の回りの様々な音の
特徴
（イ） 音やフレーズのつなげ方の
特徴
（ア）いろいろな音の響きやそれらの組合せの特徴
（イ）音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴
ウ　 発想を生かした表現や、思
いに合った表現をするため
に必要な次の（ア）及び（イ）
の技能を身に付けること。
ウ　 発想を生かした表現や、思いや意図に合った表現をするため
に必要な次の（ア）及び（イ）の技能を身に付けること。
（ア） 設定した条件に基づいて、
即興的に音を選んだりつな
げたりして表現する技能
（ア） 設定した条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わ
せたりして表現する技能
（イ）音楽の仕組みを用いて、簡単な音楽をつくる技能
6こども教育研究　第 3号　2017年 9月
ができるようになり、「声や身の回りの様々な音の特徴」「音やフレーズのつなげ方の特徴」が生み出
す面白さに気づき、「設定した条件に基づいて、即興的に音を選んだりつなげたりして表現する技能」
「音楽の仕組みを用いて、簡単な音楽を作る技能」を身に付けることが出来るよう、指導することと
なる。そしてもちろん学年が上がるにつれて、「音遊びを通して」→「即興的に表現することを通して」、
「気付く」→「理解する」、「声や身の回りの音」→「いろいろな音の響きやそれらの組み合わせ」、「音
やフレーズのつなげ方」→「音やフレーズのつなげ方や重ね方」、「思いに合った表現」→「思いや意
図に合った表現」など、現行と同様に語が変化して内容に複雑さが加わってゆく。表 2からは、現行
に書かれたものと基本的なところは変わっていないのがわかるが、新版では指導の視点が多少具体的
に言及されている。「音楽づくり」についてはこれらの他、全学年を通しての「指導計画の作成と内
容の取扱い」の項において指導内容が述べられているが、傾向としてはこれまで述べたこととほぼ同
じであるので割愛する。いずれにしても、このような違いを持たせたことと、「音楽づくり」が「歌唱」
などよりも研究数の伸び率が一番多いことは、無関係ではあるまい。ただし筆者としては、「音楽づ
くり」に関しては、学習する意図や必要性を「音楽づくり」を経験していない世代の一般人が読んでも、
納得出来るような言葉がもう少し盛り込んであっても良いのではと考えている。
Ⅱ　2017 年度音楽科指導法の授業における音楽づくり
Ⅱ‐1　本学「音楽科指導法」における「音楽づくり」発表
本学の音楽科指導法の授業は半期 15回であることから、それぞれの内容に多くの時間を割けない
ため、実技演習に関しては学生たちが未経験の「音楽づくり」を中心とし、幼小接続をねらう意味で
手作り楽器演習の時間も多めにとっている。
2015年度は、「音楽づくり」教育についてのこれまでの経緯や方法を説明し、15回中約 1回おきの
割合で手作り楽器制作の時間を設けた。グループワークの発表では、楽器のリズムや特定の短いモチー
フを使ってテーマを音で表すことを設定課題とした。その際、既成曲を少しだけ用いてもよいという
事項を追加したため誤解が生じたようで、5つのグループすべてが、既成曲のメロディーを土台に様々
な楽器の対旋律やリズム伴奏、効果音を付加したものを作ってしまったので、第 7次改訂の「既存の
作品を創意工夫して表現すること」に逆行してしまった。
2016年度は、前年より種類を減らして手作り楽器制作を行った。「音楽づくり」の基礎であるリズ
ム打ちを、ボディーパーカッションを全員で行うことで再認識し、グループワークの発表も手作り楽
器を加えたボディーパーカッションとした。既成音楽使用のルールは、拍子とリズムの統制やテーマ
のイメージ強調など、ボディーパーカッションを補完する場合のみだ。学生たちの作ったボディーパー
カッションはそれなりに考えられたものであったが、手作り楽器はあくまで付け足しで、体から出る
音と対等に扱った様子はなく、良さや特徴を生かし切れていないグループが殆どであった。そのため
手作り楽器の音が何かを表現していたとはいえないものだったが、作製した手作り楽器の活用法をレ
ポート課題にしたため、手作り楽器に対して思考を深めることは出来たと考えている（古庵　2017）。
2017年度 3回生は教職を希望する学生が例年よりかなり少なく、「音楽科指導法」履修者も 18名だ
けであった。グループ発表のルールは、①既成曲を使用しないこと、②作成した手作り楽器を使うこと、
③既製楽器を使う場合も手作り楽器と同様に音素材のひとつとして扱うこと、④様々なリズムを組み
合わせること、⑤拍子がわかるようにすること、の 5つが条件である。過去 2年間と違うのは、テー
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マを決めてからどのような手作り楽器を作るのかということではなく、グループごとに作ってみたい
手作り楽器を作りながら、何が表現出来るかを考えてテーマにすることであった。
Ⅱ‐2　2017 年度の授業について
1）手作り楽器制作演習について
最初に説明した筆者作製の楽器はこれまでと同様、レインスティック（異素材で 2種）オーシャン
ドラム、シェーカー類（異素材で 3種）、ギロ、スレイベル、カウベル、カスタネット、太鼓（異素
材で 3種）、ウッドブロック、タンバリン、カズー、単音の笛（異素材で 4種）である。そのあと学
生たちはグループに分かれて制作楽器を決め、15分～ 20分ぐらいずつ何回かの授業に渡って作製し
た。音楽づくりについての概念の流れについて筆者よりレクチャーを受け、音楽づくりの DVD資料
５）を視聴、ボディーパーカッションでリズムアンサンブルを練習した。今回は過去 2年の授業とは
違い、グループごとに作りたいと思う楽器を制作したため、メンバーそれぞれが何かを作るグループ
もあれば、メンバー全員が同じ種類だけ作ったグループもあったので、楽器ごとの感想を問う質問紙
調査は行わなかった。器楽・手作り楽器・「音楽づくり」についての質問紙調査（全 8問ほぼ 5件法）
は 2016年度と同じものを行ったが、履修者の少なさと制作条件が同じではないため比較が出来ない。
今年度は手作り楽器と「音楽づくり」に関するどの質問も「このぐらいがちょうどよい」との答えが
一番多く（6～ 13名）、取り立てて意外でも異質に思える結果でもなかった。ただ、「手作り楽器の活
用法について取り組む時間が欲しかった」の質問に対して 9名が「そう思う」と「強くそう思う」、「自
分たちで考えた手作り楽器を作りたかった」の質問に対して 5名が「そう思う」と「強くそう思う」、「い
ろんな方法での音楽づくりをやってみたかった」の質問に対して 6名が「そう思う」と「強くそう思う」
と答えていたので、全体的に「音楽づくり」に対する思いはそれほど負のイメージはなかったのでは
ないかと思われる。
ただし「音楽づくり」に否定的な意見ももちろんある。「ボディーパーカッションをもっとやりたかっ
た」と「いろんな方法での音楽づくりをやってみたかった」の 2つの質問に対して、「あまりやりた
くない」あるいは「全くやりたくない」と答えたのが合計でそれぞれ 3名と 4名いた。このうち、手
作り楽器制作に関して「作りたくなかった」と否定的に答え、ボディーパーカッションやいろんな方
法での「音楽づくり」に対しても「全くやりたくない」と答えた 1名と、「自分たちで考えた手作り
楽器を作りたかった」に対して「あまり思わない」と答えたにもかかわらず、材料が手元になければ
「いろいろ買ってでも作りたい」と答えたのが 1名いた。この 2名は、自由記述欄にはリコーダーをもっ
とやりたかった旨を書いていたので、もしかしたら、五線譜に書かれたものを既製楽器で演奏するこ
とに価値を置き、それが音楽であるという概念を持っているのかもしれない。「音楽づくり」の目指
すところと学ぶ意味や意義というものを、誰もが納得するような方法で説明出来なければいけないと、
これまで以上に感じさせられる結果であった。
2）発表内容における手作り楽器について
2017年度は 4つのグループに分かれた（表 3）。手作り楽器だけを使用するというルールはなかっ
たが、どのグループも既製楽器は出来るだけ使用すべきでないと思い込んでいたらしく、音を見つけ
る作業に苦労したようだ。ピアノとツリーチャイムを加えたグループがそれぞれあったが、最後の手
段で選んだようであった。声はそのまま「人の声」として掛け声を入れたグループと、音ではなく表
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現素材としてナレーションを入れたグループがあり、声も音素材のひとつであるという意図は伝わら
なかったのかもしれない。そのかわり掛け声は人数をタイミングに合わせて調節して変化をつけてお
り、ナレーションは無駄のない発音が考えられていた。ただしどのグループも、楽器どうしの音量の
バランスがとれていなかったり、リズムの組み合わせがかえってお互いのリズムの良さを壊したりな
どの部分もあり、自分たちの演奏を客観的に聴きながらの練習が出来ていなかったようだ。これは「音
楽づくり」だけでなく、歌唱と器楽でも必要であることから、初めての体験ということからすると、
仕方のないことかもしれない。しかし指導者としては、音表現だけでなく音楽演奏の意識を持つよう
促すことも求められよう。
発表内の手作り楽器については 3つの視点で分析することが出来る。ひとつは同じ楽器を作製した
表 3
使用楽器と材料　（発音方法） 表現する音 工夫した点
嵐
プラスチック製プリンカップ
（伏せて上下にたたく）
馬蹄音
● 手作りというよりも、身の周
りにある素材そのもので出せ
る音を見つけるようにした。
● ナレーションを入れて、物語
の音楽にした点。
（手作り）オーシャンドラム
　紙の空き箱・米
波の音
紙を破く 雷鳴音
ツリーチャイム 太陽の輝き
（手作り）レインスティック
ラップの芯・爪楊枝・米
雨音
祭
（手作り）タンバリン
空き箱・ペットボトルキャップ・釘
花火がはじける音
● たたく、はじく、ゆらすなど
様々な鳴らし方を意識した。
● タンバリンは自分たちで作成
方法を発案したもの。
● 音の出し方のタイミングを合
わせ、楽器はそれぞれが目立
つように工夫した。
●祭らしく掛声も入れた。
（手作り）太鼓
祭の太鼓・
花火がはじける音
（手作り）レインスティック
大型印刷用紙の筒・釘・プラビーズ
花火が上がる音
紙製空き箱と輪ゴム
（箱にかけた輪ゴムをはじく）
花火が散る音
ピアノ ドキドキする気分
ジャン
　グル
（手作り）オーシャンドラム 波の音 ● ジャングルで聞こえる音をで
きるだけ多く再現したく、人
数よりも多い数の楽器を作っ
た。
● 材料集めや作製の手軽さと、
音のリアリティさの両方をと
るのに、素材と素材の量のバ
ランスを見つけるのが難し
かった。
● ドラムは違う大きさの缶をド
ラムセットのように組み合わ
せた。
（手作り）マラカス 3種 遠吠え・虫の声
（手作り）笛
牛乳パック・ストロー
鳥の鳴声
（手作り）カスタネット /タンバリン
ペットボトルキャップ
ジャングルの
空気感
（手作り）ギロ 小動物と草原の音
（手作り）ドラム
洋菓子の長方形空き缶等数種
動物の足音
不思議
（手作り）鉄琴
スプーン・スポンジ・輪ゴム
未知との遭遇
● スプーンを鉄琴に見立てて、
スポンジで響きやすくした点
●スプーンの大きさと配置間隔
●音の高低が出せたこと
（手作り）太鼓（大） 巨人の足音
（手作り）太鼓（小） 小人が走る音
（手作り）マラカス 周りの風景
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が、グループによって表現したものが違うという点だ（表 4）。手作り楽器だと必然的に音の描写とな
るが、物事のサウンドをそのまま模写しているにもかかわらず、1つの楽器に異質で対照的なものど
うしが挙げられているものがある。たとえば、レインスティックはその名のとおり雨の音と花火が次々
はじける音というようにそれぞれ水と火の表現、マラカスは同じ声でも野獣の遠吠えと虫の声という
ように危険な予感と風情のある静けさだ。そうかと思えば、太鼓の材料と大きさを変えることで、同
じ足音でも巨人・こびと・動物というように架空の生物や身近ではない動物など表現し分けた 2グルー
プと、祭りの太鼓の再現をしたグループがあり、想像上の音と実際の音に分けられた。一方、物事の
音の模写ではなく、イメージを音で例えているものもある。たとえば周りの風景をマラカスで、ジャ
ングルの雰囲気をタンバリンでそれぞれ表現したグループや、表 3にあるように、スプーンを並べた
鉄琴で、未知との遭遇を不思議なイメージの音構成によるモチーフを繰り返し鳴らして表現したのも
そうだ。
2つめの視点として、テーマを決める前に作製した楽器ではなく、テーマを決めてから作り足した
楽器についても、グループによって特徴がみられた。楽器を作るというよりも欲しい音を出すために
素材と鳴らし方を選んだグループは、机上でプリンのカップを伏せて鳴らすことで馬の蹄を、厚めの
紙を勢いよく破ることで雷の音を表現した。別のグループは、箱にかけた輪ゴムを引っ張って離すこ
とで花火の散る音を表現した。
3つめは、どのように既製楽器に近づけて作ればよいか自分たちで考えた2グループがあったことだ。
ひとつは厚紙で出来た薄型の手のひらサイズの空き箱の狭いほうの側面に、ペットボトルキャップ 2
つを貼り合わせて作った容器に小釘をたくさん入れたものを、ぐるりと取り付けたタンバリンである。
一時期、牛乳パックとジュースなどの王冠でつくるタンバリンが手作り楽器の一つとしてよく作られ
るのを見かけたが、王冠が手に入りにくい現在、ペットボトルキャップを王冠の代わりにすることが
多くなったようだ。しかし学生たちはタンバリンのジングルが金属で出来ていることにこだわって小
釘を入れたのだろう。もうひとつも打楽器で、スチール缶や紙製の筒など素材と大きさの違う様々な
食品の空き容器を組み合わせ、ドラムセットのように位置したものである。スチール缶を叩くだけで
も良い音がするという筆者の説明を受け、楽器としての広がりを目指したようだ。
3）学生の評価活動
過去 2回のグループ発表の評価と同様、自分のグループ以外の評価を行うことも課題とした。A・B・
Cの 3段階評価と、「良かった点」「改善したほうが良い点」の自由記述方式だ。またこれも過去 2回
と同様、学生どうしで行った評価は実際の成績には反映しないことと、教師の立場に立って、冷静で
平等な判断をするために真伨に人の演奏を聴くという態度を、成績の一部とすることが条件であった
ため、すべての学生が言葉の多少にかかわらず、今年度は特によく聴いていたことが評価表に表れて
表 4
レインスティック 花火が上がる音　雨の音
マラカス 周りの風景　遠吠え　虫の声
オーシャンドラム 波　海の音
太鼓
巨人の足音　こびとたちが走る音　動物の足音
祭りの音　花火がなる音
タンバリン ジャングルの雰囲気　花火の音
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いた。今回はテーマが先にあるのではなく、あくまで手作り楽器を作る過程でその音のイメージをよ
くとらえ、表現したいものを決めていったので、音選びも自分たちが出したい音をどう作るか、よく
考えたことが伝わる音作りであった。そのせいか、「良かった点」「改善したほうが良い点」それぞれ、
どんな点に工夫や苦労があったのか、人の演奏から聴き取る姿勢もできていたようだ。そのため、過
去の授業での評価活動に見られた「作品の中に既成曲の歌唱を入れたほうが良かった」や、「それぞ
れ何を表現するのか初めに説明があればよかった」など、言葉を用いることを推奨する傾向が今回は
一切なかったことは良い結果だと言える。ナレーションは当初の予定には一切なく、先に出来上がっ
た音によるストーリーを文字でも表現したくなったようだ。結果的にはストーリーを音で補完する効
果音となったきらいはあるが、筆者としてはその過程を評価したい。他の学生たちはナレーションを
入れた発表に意表を突かれながらも、ナレーションの声は音の邪魔にはならないほうが良いという指
摘はもちろん、他の発表に対して、表現は演奏中の顔の表情にも反映させるべきかどうか意見が分か
れたのもあり、音表現の広がりについてディスカッションの時間を取れなかったのが残念なところだ。
いずれにせよ、「音楽づくり」は音表現であることを学生たちは学んだようだ。全体的には前項で
も述べたように、音表現だけでなく音楽演奏という点も意識出来たとは言いがたかったが、学生どう
しの評価では、実際音の再現ではなく抽象的な表現、つまりイメージを音で表現したグループを高く
評価していた。既製の楽曲を一切使わないこと、メロディーではなく音で情景や感情がわかるように
すること、というルールに沿って音と対峙したことが、音の発表だけでなく評価活動にも表れたわけ
である。新学習指導要領の総則にある「思考力・判断力・表現力」の育成につながる学習に少しでも
近づいたと思いたい。
Ⅲ　結論
学生たちが教職に就いた場合に、音楽科を指導する対象は高学年以外であることから、新学習指導
要領の 1～ 2年生の「音楽づくり」についての指導内容を今一度並べてみよう。①「音遊びを通して、
音楽づくりの発想を得ること」、②「どのように音を音楽にしていくかについて思いを持つこと」、③「声
や身の回りの様々な音の特徴」が生み出す面白さに気づく、④「音やフレーズのつなげ方の特徴」が
生み出す面白さに気づく、⑤「設定した条件に基づいて、即興的に音を選んだりつなげたりして表現
する技能」を身に付ける、⑥「音楽の仕組みを用いて、簡単な音楽を作る技能」を身に付けるの 6つ
となり、これらを念頭に授業計画を練らねばならない。今回の学生たちの活動からいえることは、①
～④は到達出来ただろうが、練習中⑤における即興性があったかどうかは筆者としては確かめようが
なく、⑥がどこまで徹底出来たかどうかは怪しいと感じている。
ピアノ学習や中学・高校時代の吹奏楽などの音楽経験があってもなお、音符の長さやリズムなど、
共通事項で挙げられているものを曖昧に理解していることが少なくない。そのうえ音楽の授業を受け
たのは中学校が最後である場合、おそらく音楽が苦手だとかそれほど好きではないなどの理由が考え
られるため、音楽理論を文字で読んだだけでは理解が足りないのは明白だ。そのためには実技を通し
た理解の時間が多く必要であり、一方で未経験の「音楽づくり」を未経験のままで終わらせることは
出来ない。本授業の模擬授業ではピアノ伴奏譜を書いて弾くことも課題のひとつとしたが、ケアレス
ミスと思われる以外の間違いが大変多く見つかった。これは明らかに、楽譜を書いて見て演奏する時
間を割けないことに原因がある。
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近年の教員養成校では指導案作成と模擬授業が重視される傾向にあるようで、学生たちも指導案の
書き方や模擬授業の体験を強化して欲しいと考える者が少なくない。書いたことのない指導案や授業
方法に対して不安に思うのは当然といえよう。ただし序論で述べたように、音楽科の授業は他教科に
比べて実技習得を通して初めて理論が理解出来る部分が大きい。学生たちとの会話の中で感じている
ことは、小学生時代がだいぶ昔のことでありながら、歌唱や合奏など経験したことのあるものの指導
に限っては、なんとかなると考えている者も少なくないことだ。これは、普段自分たちが音楽を聴く
という活動の中で、聴く回数が増えることでメロディーと歌詞をいつのまにか覚えてしまっている、
いわゆる耳コピという状況を、無意識に歌唱習得の方法として音楽科の授業に持ち込んでしまってい
る表れではないだろうか。また、実技を人前で披露する経験がないと、「本番の前日までに間に合わ
せる」という意味を学生たちは取り違えることも多いと感じている。たとえば、試験前日までにミス
なしで演奏出来るように、暗譜が出来るようになればよいと考えていることなどである。しかしこの
状態では本番で失敗してしまう確率がかなり高い。「出来るようになった」状態の持続の上に人前で
の演奏が成り立つわけで、このようなことを在学中に経験せずに、音楽演奏というものの指導がどこ
まで出来るだろうか。これは義務教育であるからこそ、子どもたちの演奏レベルを高める指導のため
というよりも、実技に対する成熟した考え方を指導するための経験として必要なのだ。
新版の第 3「指導計画の作成と内容の取扱い」の 2の（1）のオには、「表現したり鑑賞したりする
多くの曲について、それらを創作した著作者がいることに気付き、学習した曲や自分たちのつくった
曲を大切にする態度を養うようにするとともに、それらの著作者の創造性を尊重する意識をもてるよ
うにすること。また、このことが、音楽文化の継承、発展、創造を支えていることについて理解する
素地となるよう配慮すること」とある。指導案を書いて模擬授業を徹底し評価しあうということも必
要なのだが、学習指導要領がここまで言及しているのだから、学生たちの意識改革が必要になって来
よう。「資質・能力」を高めるにはまず、経験を通して自らのそれを高めなければならない。教科教
育法としての音楽の授業は、音楽学部や音楽学科のような音楽を専門に学ぶ学生でなければ、半期で
は全く時間が不足する。通年での授業が基本であってほしい。
注
１）文部科学省『小学校学習指導要領』2017年 3月
２）文部科学省『小学校学習指導要領』2008年 3月。平成 27年に一部改正されている。
３）以下の資料でみることができる。「平成 30年 4月 1日から平成 32年 3月 31日までの間における小学校学習指導要
領の特例を定める件（小学校特例告示）」文部科学省 2017年 7月
４）CiNii（http://ci.nii.ac.jp/）検索日：2017年 8月 15日
５）文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター「楽しく実践できる音楽づくり授業ガイド <低学年・中学年・
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